
学 校保健福祉Ｃ

≪いじめ・不登校防止対策チーム≫

城東区いじめ・不登校防止対策チームの役割（イメージ図）

城東区内の市立小・中学校に在籍する児童・生徒（小学生約７，９００人／中学生約３，７００人）

≪スクリーニング会議Ⅰ（Ⅱ）≫

【趣旨・目的】

スクリーニングシートを導入し、すべての子どもの生活状況等

を把握するとともに、スクリーニング会議Ⅰにて児童生徒の情

報を共有し、課題を抱える子どもを発見する

（福祉的な行政支援が必要な場合等はスクリーニング会議Ⅱへ）

日常的な情報交換

子育て教育担当 ≪いじめ対策委員会≫

【趣旨・目的】

いじめの未然防止、早期発見・早期対応等に関する措置を実効的

に行うために、校長や教頭、教職員間の情報共有や組織的な対応

を行う

【実施主体】

こどもサポートネット事業担当ライン及び子育て支援室の活用

【趣旨・目的】

学校生活を送る中で表面化していない「いじめ」や不登校に繋がる

悩み等を早い段階で察知するための専用電話等を設置し、当事者か

らのＳＯＳをキャッチ、学校等に発信することにより課題の早期解

決を図る

チーム学校

状 況 確 認

学校生活での見守り・

家庭訪問等による発見・把握

◆現状、特に課題等を抱えていない、または課題等が表面化していない児童・生徒

◆「いじめ」等の悩みを有するも学校への相談を躊躇している生徒

★ ＳＮＳによる「いじめ」

★ 加害意識のない「いじめ」ｅｔｃ

学校に通うことができている児童・生徒

全児童・生徒対象

いじめ（あるいはいじめの可能性）や、いじめによる不登校の可能性に気づいた場合において、初期段階から適切な対応を行うことが重要であることから、早期発見・早期対応の一助を担

うことを目的として、学校とは異なる連絡窓口を区役所保健福祉課子育て教育担当に設置する。

当事者や、その家族、第三者の方から情報をキャッチし、本人の了解が得られた場合に限り、情報の概要を学校にフィードバックする。

◆既に学校と繋がっている児童・生徒

◆既に把握されたいじめ事案・理由なく欠

席が目立つ児童生徒等

不登校状態・不登校傾向にある児童・生徒

◎不登校児童生徒対策事業

不登校状態の小中学生の置かれている状況や態様に応じた支援を行い、

基礎学力の向上、社会的自立を支援する

スクリーニング会議Ⅱにより
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